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研究成果の概要： 

研究目的は、地域における独居男性高齢者に対する支援の一方策として、独居高齢者のセル
フケアの自立ならびに地域との交流に関する動機付け並びにそれらを見守る地域のネットワー
クづくりを意図した地域ケアプログラムを開発し、評価することである。研究の結果、同プロ
グラムは、独居男性高齢者における地域とのつながりに対する「重要度」「関心度」の認知（動
機付け）に一定の意義を有することを明らかとした。 
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１．研究開始当初の背景 

わが国の一人暮らし高齢者数は、一貫した

増加を続けている。報告(総務省, 2003)による 

その数は、1994 年には、186.5 万人（ 65 歳

以上世帯に占める割合 15.7％）であったが、 

2004 年には、373.0 万人（同 20.9%）となり、 

さらに、2015 年には、566.4 万人(同 32.3%） 

に達することが予測（ 国立社会保障・人口

問題研究所，2003）されている。急増するこ



の 一人暮らし高齢者の支援が、わが国の超

高齢社会対策の推進上、最重要課題の一つで

あることは明白である。 

 最新の調査（内閣府，2004）によれば、一

人暮らし高齢者のうち、「自分の健康状態を

良くないと感じる者」は 29.3％、「日常生活

での不安のある者」は 41.2％、「身近な社会

活動に参加していない者」は 54.7%に上るな

ど、一人暮らし高齢者が保健予防上のニーズ

を有する対象であることは明らかである。一

人暮らし高齢者が住み慣れた地域で、安定し

た日常生活を継続するためには、その自立性

を維持しながら、身体的、心理的、社会的機

能の低下を最大限に予防するような積極的

支援が必要である。 

 ところで、一人暮らし高齢者の自立支援を

具体的に検討していくときには、高齢者自身

の自立の意味や考え方、生活習慣、文化的背

景等が、地域によって異なることがあり、そ

れらを勘案することも重要である。農村部の

一人暮らし高齢者は、若者層の流出等により

今後も引き続き進展することが推計されて

いる。また、都市部の一人暮らし高齢者は、

家族との別居形態の浸透等により急増する

ことが推計されている。 

以上より、本研究は、地域の２類型「都市

部」と「農村部」に着眼し、各々における一

人暮らし高齢者の自立支援に向けたプログ

ラムの開発と効果評価を目的とした。 

 
２．研究の目的 
本研究の目的は、「都市部」と「農村部」

における一人暮らし高齢者の自立支援に向

けたプログラムの開発と効果評価を行うこ

とである。 
 
３．研究の方法 
本研究は 3 カ年事業である。初年度は、ま

ず、「都市部」と「農村部」に着眼し、文献

検討ならびに各々における独居高齢者を対

象としたニーズ調査を実施した。   

また、次年度は、独居高齢者ならびに地域

の保健医療福祉専門職を対象としたニーズ

調査ならびにプログラム開発に向けた情報

の検討を行った。 

さらに、最終年度は、それらの成果に基づ

き試案プログラムを開発し、各モデル地域に

おいて介入プログラムを実施し、その効果評

価を実証的に検討した。 

なお、本研究では、研究計画を初年度につ

いては、東京大学大学院医学系研究科・医学

部倫理委員会において、また次年度以降につ

いては、横浜市立大学医学部研究倫理審査委

員会においておのおの倫理審査承認を得て

実施された。 
 
４．研究成果 

都市近郊農村地域Ｙ地区と都市的地域Ｏ

地区に居住する 65 歳以上の独居男性高齢者

計 22 名及び地区活動推進委員の役割を担う

地域住民計 12 名を対象として、初年度なら

びに次年度から得られた地域と独居高齢者

のニーズに鑑み開発された独居高齢者の自

立支援に向けた地域ケアプログラム（高齢者

における心の健康づくり、身体の健康づくり

（食と栄養）、地域交流）について介入研究

により評価した。 

その結果、アウトカム評価については、独

居高齢者における地域とのつながりに対す

る「重要度」・「関心度」について有意な改善

がみられた。また、プロセス評価については、

独居高齢者における心情と地域住民との関

係づくり、食事・栄養バランスのとれた献立

づくり、独居高齢者が住みやすい地域づくり

についての具体的な振り返りや示唆を得る

対象主体の学習の機会となることが確認さ

れた。 

これより、独居高齢者のセルフケアの自立



ならびに地域との交流に関する動機付け並

びに見守りのネットワークづくりを意図し

た地域ケアプログラムは、地域における独居

男性高齢者支援策として一定の意義を有す

ることが示唆された。 

本研究の学術的特色ならびに独創性は、独

居高齢者の高次の自立支援に向けたニーズ

を明らかにし、さらにその方策を実証的に明

示したところに有している。具体的には、ニ

ーズの切り口として、セルフケアと地域交流

に着眼してこれを明らかにするとともに、そ

の方策を一人暮らし高齢者の生活の根拠地

（都市部と農村部）の特性も加味してプログ

ラムとして開発し、その評価を実証的に検討

した点にある。今後は、プログラム及び評価

法の一般化が課題である。 
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